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MMP-9 の産生量が増加した。システインプロテアーゼ阻害薬は ET-1 および MMP-9 の
産生に対して影響を及ぼさなかったが、セリンプロテアーゼ阻害薬および PAR-2アン
タゴニストは両メディエーターの産生を抑制した。以上の成績より、ケラチノサイト









ET  : endothelin 
HDM  : house dust mite 
MMP  : matrix metalloproteinase 
PAR-2 : proteinase-activated receptor-2 
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ニ抗原由来のセリンプロテアーゼによる PAR-2 活性化を介して ET-1 および MMP-9 を産生
し、AD の痒み誘発に関る可能性を明らかにした。以上の知見は AD の痒みの発症機序の一端
を明らかにするとともに、新規治療薬探索への有用な手がかりを与えるものであり、博士 (薬
学) 論文として価値あるものと認める。 
